
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
Image.Fukushima実行委員会

三浦哲哉（会長）／伊藤隆（副会長・福島事務局長）／渡辺祐一（東京事務局長）／中村聖子
（金沢事務局長）／吉川正文／鈴木麻美／長沢義文／岩崎孝正／石川多摩川／佐藤久
美／丹治宏大／小菅佳津子／吉野裕之／開沼博／藤井豊／萩野亮／成瀬慧／寺岡ユウ
ジ／渡部義弘／すぎたカズト／人見やよい／森宗厚子／半田将仁／島晃一／阿部夏澄／やま
のべみみ／梅山景央／平嶋洋一／土肥悦子／早川啓子／舞木千尋
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
事務局

福島事務局　〒960-0103 福島市本内字東井戸神3-1ウィンベルコーラス福島403号室
東京事務局　〒160-0022 新宿区新宿5-4-1 新宿Qフラットビル306（東風内）
金沢事務局　〒920-0961 金沢市香林坊2-1-1 KOHRINBO 109 4F（シネモンド内）

E-mail info@image-fukushima.com
　  @imagefukushima
www.image-fukushima.com

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
料金

前売特別鑑賞券：1,200円
当日一般＝1,500円｜シニア＝1,200円｜高校生以下＝1,000円
トークのみの参加費＝500円
リピーター割引＝半券提示で次回の観賞料金が1,200円となります。
トークや座談会は、当日のチケット半券でご覧いただけます。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
お問合せ

Image.Fukushima東京事務局（東風内  渡辺）
TEL：03-5919-1542　FAX：03-5919-1543
E-mail：info@image-fukushima.com
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
会場

オーディトリウム渋谷
150-0044 東京都渋谷区円山町1-5
KINOHAUS 2F
TEL:03-6809-0538
http://www.a-shibuya.jp

Image.Fukushimaはボランティア・スタッフによるプロジェクトで
す。福島の問題をともに考えるための場を作り、有意義な映像作品
を上映し、ヴァラエティ豊かなトークゲストを招待するために、皆様
からひろく賛助金を募っています。ご協力をお願いいたします。
詳しくは上記公式HPにて。
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映画と紡ぐ、春の七夜
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3月2日［土］

3月3日［日］

3月4日［月］

3月5日［火］

3月6日［水］

3月7日［木］

3月8日［金］

16：30―18：00　『プロジェクト FUKUSHIMA!』（90分）

16：30―17：50　『長良川ド根性』（80分）

16：30―18：10　『苦海浄土』（49分）＋『あやまち』（49分）

16：50―18：50　『うたうひと』（120分）  ★特別先行上映 

17：00―18：40　『百万人の大合唱』（96分）

16：00―20：20　『メイン州ベルファスト』（248分） 

16：45―17：45　『流血の記録　砂川』（54分）

18：20―19：56　『百万人の大合唱』（96分）

18：00―19：55　『阿賀に生きる』（115分）

18：20―19：43　『放射線を浴びたX年後』（83分）

19：10―19：55　『原発切抜帖』（45分）

19：00―20：00

20：20―20：55　「ソーシャル・シネマ──311以後の映画のために」

18：00―19：35

20：00―20：55　「紡ぎはじめる福島」

20：00―20：55　「水の流れと風から考える」

19：45―20：55

20：00―20：55　「311後のアンガージュマン」

20：00―20：55　「映画が作るコミュニティ」

19：45―20：55　「映画（誌）と震災」

［主催］ Image.Fukushima実行委員会　［共催］ オーディトリウム渋谷／東風／シネモンド　
［協力］ PROJECT FUKUSHIMA!／東宝／RKB毎日放送／東海テレビ放送／南海放送／ウッキープロダクション／日本テレビ／福島中央テレビ

太秦／シグロ／パンドラ／一般社団法人コミュニティシネマセンター／サイレントヴォイス／日本ドキュメントフィルム／空族 映
画
と
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     上映作品  ｜プロジェクト FUKUSHIMA!｜百万人の大合唱｜苦海浄土｜あやまち
放射線を浴びたX年後｜長良川ド根性｜阿賀に生きる｜うたうひと｜原発切抜帖
100人の子供たちが列車を待っている｜メイン州ベルファスト｜流血の記録 砂川
花物語バビロン｜バビロン2―THE OZAWA―

途中10分間の休憩

入替

入替

入替

入替

入替

入替

［トーク］

［座談会］

［座談会］

［座談会］

［トーク］

［トーク］

［トーク］

「ローカルから発信する
テレビ局の挑戦」

『100人の子供たちが
列車を待っている』（58分）

『花物語バビロン』（45分）
＋『バビロン2―THE OZAWA―』（46分）



―――――――――――――――――――――――

大友良英｜おおとも・よしひで
1959年、横浜市生まれ。10代を福島市で過ご
す。ギタリスト／ターンテーブル奏者／作曲家
／映画音楽家／プロデューサー。PROJECT 
FUKUSHIMA! 発起人のひとりとして震災後
は福島内外で旺盛な活動を続ける。

丹治宏大｜たんじ・こうだい
1973年、福島市生まれ。福島のカフェ・ギャ
ラリー「風と木」店長。NPO法人「CRMS市
民放射能測定所福島」理事長。『クロニクル
FUKUSHIMA』において大友良英らと対談
形式で共著。

日笠昭彦｜ひがさ・あきひこ
1963年静岡県出身。TBSやテレビ朝日のド
キュメンタリー番組などを経て、現在、日本テレ
ビ「NNNドキュメント」プロデューサー。様々な
テーマに目を向けた良質な番組を500本以上
送り出し、数々の賞を授賞。

伊東英朗｜いとう・ひであき
愛媛県生まれ。『放射線を浴びたX年後』監
督。16年間公立幼稚園で先生を経験後、南
海放送入社。情報番組などの製作の傍ら、地
域に根差したテーマでドキュメンタリー製作を
始める。2004年ビキニ事件に出会い、以来、8
年に渡り取材を続ける。

村上雅信｜むらかみ・まさのぶ
1976年、福島県生まれ。福島中央テレビ報道
部記者として、「3.11」以後の福島県の現状を
最前線で取材する。2月放送のNNNドキュメ
ント「『今、伝えたいこと（仮）』福島・女子高生の
叫び」ディレクター。

阿武野勝彦｜あぶの・かつひこ
1959年生まれ。東海テレビ放送プロデュー
サー。『長良川ド根性』監督。『平成ジレンマ』
『死刑弁護人』『約束 名張毒ぶどう酒事件 
死刑囚の生涯』などの劇場公開の仕掛け人。
個人賞として、日本記者クラブ賞、芸術選奨文
部科学大臣賞受賞。

内山節｜うちやま・たかし
1950年生まれ。哲学者。立教大学教授。
NPO法人「森づくりフォーラム」代表理事。
1970年代から東京と群馬県上野村との二重
生活をおくる。著書に『〈里〉という思想』、『日本人
はなぜキツネにだまされなくなったのか』、『文明
の災禍』、『ローカリズム言論』など。

國分功一郎｜こくぶん・こういちろう
1974年生まれ。哲学者。高崎経済大学准教
授。脱原発等の市民運動にコミットする行動派
の哲学者。著書に『スピノザの方法』、『暇と退
屈の倫理学』。

田口卓臣｜たぐち・たくみ
1973年生まれ。文学・思想研究。宇都宮大学

准教授。著書に『ディドロ─限界の思考』。福島
乳幼児妊産婦支援プロジェクト・メンバー。

阿部泰宏｜あべ・やすひろ
1963年、福島市生まれ。1994年から現在まで
映画館・フォーラム福島支配人として福島の映
画文化を育む。震災後は放射能問題をめぐり
独自の上映プログラムを展開。

土肥悦子｜どひ・えつこ
ユーロスペース勤務時代、アッバス・キアロスタ
ミ監督の作品などを日本に紹介する。金沢移
転後、映画館シネモンド設立。現在はシネモン
ドの運営のほかに「こども映画教室」の企画運
営を手がける。

中野香｜なかの・かおり
川崎市アートセンターに勤務し、映画のある街
作りに携わる。震災後は「シネマエール東北」で
被災地を訪れる。

渡邉大輔｜わたなべ・だいすけ
1982年生まれ。映画・文芸批評／研究。大学
講師。新時代の批評を担うことを期待される論
客。著書に『イメージの進行形──ソーシャル
時代の映画と映像文化』。

萩野亮｜はぎの・りょう
1982年生まれ。映画批評。ドキュメンタリーカ
ルチャーマガジン「neoneo」編集主幹。編著
書に『ソーシャル・ドキュメンタリー 現代日本を

記録する映像たち』。

三浦哲哉｜みうら・てつや
1976年、福島県郡山市生まれ。映画研究／
表象文化論。著書に『サスペンス映画史』。
Image.Fukushima実行委員会代表。

島崎奈央｜しまざき・なお
1980年生まれ。株式会社キネマ旬報社勤
務。津田塾大学学芸学部英文学科卒業後、
独立系映画配給会社勤務を経て、05年より
現職。主な業務は映画雑誌「キネマ旬報」の
特集企画立案など。

結城秀勇｜ゆうき・ひでたけ
1981年生まれ。映画批評。雑誌「nobody」編
集部。同誌24号から36号まで編集長。共編著
に『映画空間400選』（LIXIL出版）。

岩田和明｜いわた・かずあき
［ビデオメッセージでの参加］
1979年生まれ。早稲田大学卒。舞台スタッフ、
エロ本編集者などを経て07年より『映画秘宝』
編集部所属。映画以外の企画・編集本に『現
代右翼アンダーワールド』、『プレカリアート デジタ
ル日雇い世代の不安な生き方』（雨宮処凛・著）、
『使い捨て店長』（佐藤治彦・編著）など。

――――――――――――――――――――――――――

3月2日［土］――――――――――――――――――1夜
16：30―18：00　『プロジェクト FUKUSHIMA!』（90分）
入替

18：20―19：56　『百万人の大合唱』（96分）

20：00―20：55　［トーク］ 「紡ぎはじめる福島」
大友良英（音楽家・PROJECT FUKUSHIMA!代表）

丹治宏大（市民放射能測定所）
䙅「311」後、厳しい試練の場となった福島では、同時に、さま
ざまな新しい動きやつながりが生まれている。そのひとつの拠点
となったカフェ・ギャラリー「風と木」店長の丹治宏大、福島で
起きた運動の中で最も実験的で最もめざましい成果をあげた
「PROJECT FUKUSHIMA!」の発起人・大友良英を招
き、“福島から生まれつつあるもの”について語り合う。
（実行委員・三浦）

3月3日［日］――――――――――――――――――2夜
16：30―18：10　『苦海浄土』（49分）＋『あやまち』（49分）
入替

18：20―19：43　『放射線を浴びた［X年後］』（83分）

19：45―20：55　［座談会］ 「ローカルから発信する
                               テレビ局の挑戦」
阿武野勝彦（東海テレビ放送）／伊東英朗（南海放送）
日笠昭彦（日本テレビ）／村上雅信（福島中央テレビ）
司会＝舞木千尋（Image.Fukushima実行委員／桜映画社）

䙅今、地方発のドキュメンタリー番組が面白い。中央偏重の
ジャーナリズムに風穴を開けるこれら作品は、ここ数年、次々
とテレビ放映の枠を超え、劇場のスクリーンであらたな輝き
を放っている。この潮流を牽引してきた仕掛け人、プロデュー
サー、地域に密着し現場の最前線に立つ制作者など、いま最
も注目すべきキーパーソン4人に話を伺います。（実行委員・舞木）

3月4日［月］――――――――――――――――――3夜
16：30―17：50　『長良川ド根性』（80分）
入替

18：00―19：55　『阿賀に生きる』（115分）

20：00―20：55　［トーク］ 「水の流れと風から考える」
内山節（哲学者）
聞き手＝中村聖子（Image.Fukushima金沢事務局長／シネモンド）

䙅例えば、自然とは何か? 科学とは何か? 震災を経験してか
ら、それまで自明だった何かがずいぶん心もとなく感じてしまう。
そんな方も多いのではないでしょうか。私たちの社会はどのよう
な未来へ歩を進めるのか。そして、そのために、どのような思想・
哲学が必要か。2本の映画を糸口に、哲学者・内山節さんと
語らい、ともに考える場を作りたいと思います。（実行委員・渡辺）

3月5日［火］――――――――――――――――――4夜
16：50―18：50　『うたうひと』（120分）　★特別先行上映
入替

19：10―19：55　『原発切抜帖』（45分）

20：00―20：55　［トーク］ 「311後のアンガージュマン」
國分功一郎（哲学者）／田口卓臣（文学・思想研究）
䙅原発事故がもたらした分断と不透明な状況。民主主義の行
き詰まり。アンガージュマン（社会参加）はそれでもなお可能な
のか。明晰な「俺語り」で圧倒的な支持を集める哲学者・國分
功一郎と、ダイナミックな語り口で近代人の「生」を根源的に
再考する気鋭のディドロ研究者・田口卓臣のふたりに聞く。
（実行委員・三浦）

3月6日［水］――――――――――――――――――5夜
17：00―18：40　『百万人の大合唱』（96分）
入替

19：00―20：00　『100人の子供たちが
　　　　　　 列車を待っている』（58分）

20：00―20：55　［座談会］ 「映画が作るコミュニティ」
阿部泰宏（フォーラム福島）／土肥悦子（シネモンド）
中野香（川崎市アートセンター）
䙅「文化」─「映画」になにができるか? 震災後にわかったのは、
「場所」─「映画館」があることのかけがえのなさだった。ひとが
集まり、同じ時間を分かち合い、対話を交わす、その容れ物とし
ての映画館。福島で、金沢で、川崎でそのような「場所」を育ん
できた三人を招き、「映画」と「コミュニティ」について聞く。
（実行委員・三浦）

3月7日［木］――――――――――――――――――6夜
16：00―20：20　『メイン州ベルファスト』（248分）
途中10分間の休憩

20：20―20：55　［トーク］  「ソーシャル・シネマ──
                               311以後の映画のために」
渡邉大輔（映画批評・研究）／萩野亮（映画批評・編集）
三浦哲哉（映画批評・研究）
䙅『イメージの進行形』で映画批評の更新を目論んだ気
鋭の批評家・渡邉大輔と、編著書『ソーシャル・ドキュメンタ
リー』で日本のドキュメンタリー映画をめぐる風景の一新を試
みた萩野亮。イメージ福島実行委員会代表の三浦哲哉が
加わり、「ソーシャル」をキーワードに、映画批評の新しい動き
について討論する。（実行委員・三浦）

3月8日［金］――――――――――――――――――7夜
16：45―17：45　『流血の記録　砂川』（54分）
入替

18：00―19：35　『花物語バビロン』（45分）
                   　　　 ＋『バビロン2―THE OZAWA―』（46分）

19：45―20：55　［座談会］ 「映画（誌）と震災」
島崎奈央（キネマ旬報編集部）／結城秀勇（nobody編集部）

萩野亮（neoneo編集主幹）

三浦哲哉（Image.Fukushima代表／映画批評）

岩田和明（映画秘宝編集長※ビデオメッセージでの参加）
司会＝渡辺祐一（Image.Fukushima東京事務局長／東風）

䙅東日本大地震発生以降、ドキュメンタリー、フィクションを問
わず数多くの映画が製作され、公開されています。そこで、映
画雑誌の編集に携わる比較的若い方 を々招き、各誌の取り
組みについてお話を伺います。それは、それぞれのやり方で「こ
んなとき」の映画の力を信じ、その可能性を模索するお仕事
だったのではないでしょうか。今回のImage.Fukushima最
終夜はじっくりと映画の話で。（実行委員・渡辺）

［主催］ Image.Fukushima実行委員会　［共催］ オーディトリウム渋谷／東風／シネモンド
［協力］ PROJECT FUKUSHIMA!／東宝／RKB毎日放送／東海テレビ放送／南海放送／ウッキープロダクション

日本テレビ／福島中央テレビ／太秦／シグロ／パンドラ／一般社団法人コミュニティシネマセンター
サイレントヴォイス／日本ドキュメントフィルム／空族

［敬称略・順不同］ 

★ゲストはやむをえず変更になる場合がございます。 
最新情報は公式HPなどでご確認ください。
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  ©南海放送

  ©青林舎 1982

  ©空族

  ©東宝／近代放映

  ©東海テレビ放送

  ©空族

  ©RKB毎日放送

  ©阿賀に生きる製作委員会

  ©東海テレビ放送

  ©サイレントヴォイスLLP

  ©日本ドキュメントフィルム

―――――――――――――――――――――――

プロジェクト FUKUSHIMA!
監督＝藤井光｜日本｜2011｜Digital｜90分

「未来は私たちの手で!」。遠藤ミチロウ、大友
良英、和合亮一が起ち上げ、2011年8月15
日福島市四季の里公園における野外音楽
フェスティバルでひとつのクライマックスを迎えた
「PROJECT FUKUSHIMA!」の軌跡を捉
えたドキュメンタリー。逆境の福島で生まれためく
るめく実験。音が集まり、来るべき社会の姿を素
描する。
―――――――――――――――――――――――

百万人の大合唱
監督＝須川栄三｜日本｜1972｜35mm｜96分

在りし日の福島県民のパワーを描く、事実をもと
にした感動０娯楽作。“東北のシカゴ”と呼ばれ
た暴力の街・福島県郡山市で、ひとりの高校教
師が立ち上がる! 行く手を阻む暴力団! 福島
の市民は団結して音楽祭を成功させることがで
きるのか!? 
―――――――――――――――――――――――

苦海浄土
ディレクター＝木村栄文｜日本｜1970｜Digital｜49分

石牟礼道子の同名小説を原作に、北林谷栄
ふんする琵

ご ぜ

琶が水俣の町を彷徨い歩き、水俣
病患者や遺族に寄り添う。不知火の海に生き、
水俣病に苦しめられながらも懸命に生きる人々。
彼らの苦しみを一層深くしていたのは、公害の
原因となった企業やその恩恵にあずかる市民と
の確執だった。
―――――――――――――――――――――――

あやまち
ディレクター＝大西文一郎｜日本｜1970｜Digital｜49分

「自分にふりかからない迷惑 他人におよぶ迷惑。
片方がとくをすると片方が損をする。そういう風が吹
きはじめた 四日市の町に」工場で豊かになった
町は、空と海を失った。今は昔、昔は今。詩人・石
垣りんが紡ぐ言葉にのせて、磯津の路地裏から
四日市公害を映す、ある夏の日のモンタージュ。

―――――――――――――――――――――――

放射線を浴びたX年後
監督＝伊東英朗｜日本｜2012｜Digital｜83分

1954年のビキニ水爆実験。当時、多くの日本
の漁船が同じ海で操業していたが第五福龍
丸以外の「被ばく」は歴史から消し去られた。そ
の事実に光をあてたのは、高知県の港町で地
道な調査を続けた教師や高校生たちだった。
次 に々明らかになる船員たちのその後。そして、つ
いにたどり着いた機密文書・・・・・・。
―――――――――――――――――――――――

長良川ド根性
監督＝阿武野勝彦・片本武志｜日本｜2012｜Digital｜80分

舞台は日本三大清流の1つ、長良川。河口堰
の建設をめぐり「民意」と「国策」に翻弄されなが
らも自らの仕事と生活を守り抜いた漁師たちの
物語。公益とは何か? 人は自然とどのような関係
を取り結ぶことができるのか? 厳しくもロマンティシ
ズムを湛えた寓話のような本当の話。
―――――――――――――――――――――――

阿賀に生きる
監督＝佐藤真｜日本｜1992｜16mm※ニュープリント｜115分

昭和電工が阿賀野川流域で引き起こした新
潟水俣病。自然とともに生きてきたがゆえに被害
を受けた人々の暮らしを見つめる。社会的テー
マを根底に据えながらも、そこからはみ出す人間
の命の賛歌をまるごと収め、ドキュメンタリーの新
たな地平を切り拓いたマスターピース。
―――――――――――――――――――――――

うたうひと　［特別先行上映］
監督＝酒井耕・濱口竜介｜日本｜2013｜Digital｜120分

震災後の東北を独創的な方法で記録する酒
井・濱口コンビ最新作の特別先行上映! いまも
息づく昔話・民話の語り部たちの「声」が、時の
隔たりを超えてよみがえり、魂を高揚させる。古老
たちの言葉の幻惑的な調べに誘われ、東北の
最深部に触れるスリリングな旅の記録。

―――――――――――――――――――――――

原発切抜帖
監督＝土本典昭｜日本｜1982｜16mm｜45分

世界で唯一の被爆国だった日本が、どうして
原子力大国になったのか。原子力政策の歴
史を、新聞から切り抜いた膨大なスクラップ記
事だけを使って浮かび上がらせ、現代人に再
考を促してやまぬ傑作。昨年惜しまれつつも亡く
なった稀代のヒューモリスト・小沢昭一がナレー
ションを担当。
―――――――――――――――――――――――

100人の子供たちが
列車を待っている
監督＝イグナシオ・アグエロ｜チリ｜1989｜Digital｜58分

チリの貧しい子供たちに映画を教える女性教師
アリシア・ヴェガの映画教室の活動を捉えたド
キュメンタリー。「列車」とはリュミエール兄弟によ
る世界最初期の映画『列車の到着』のこと。いき
いきと目を輝かす子どもたちの姿を通して「映画
の力」を再確認させてくれる感動作。
―――――――――――――――――――――――

メイン州ベルファスト
監督＝フレデリック・ワイズマン｜アメリカ｜1999｜35mm

249分（途中10分間の休憩あり）

来るべき「福島映画」のために! ベルファストとい
う美しい港町そのものを主人公として撮られたワ
イズマンの最高傑作のひとつ。あらゆる場所にか
けがえのない生が営まれていることを示す、奇跡
の4時間9分。
―――――――――――――――――――――――

流血の記録 砂川
監督＝亀井文夫｜日本｜1957｜16mm｜54分

アメリカ軍立川基地の飛行場拡張に反対する
地域の農民と運動家たちは、凄惨な暴力を受
けながらも、スクラムを組み、歌の合唱で対抗す
る。福島で生まれソ連で映画を学んだ巨匠・亀
井が、歴史的住民闘争をエモーショナルに記
録にした日本の革命映画の原点。

―――――――――――――――――――――――

花物語バビロン
監督＝相澤虎之助｜日本｜1997｜8㎜→DV上映｜45分

『サウダーヂ』の脚本家・相澤虎之助による「空
族」的東南アジア近現代史。1990年代、多く
の日本人が「自分探し」と称してアジアを旅した。
しかし歴史は、ただではそれを許さない。バビロ
ンの花は阿片の花。バンコクの安宿で見た夢
は、一人の若者を20世紀の歴史の闇へと誘っ
ていく。
―――――――――――――――――――――――

バビロン2―THE OZAWA―
監督＝相澤虎之助｜日本｜2012｜8mm→DV上映｜46分

バビロンシリーズ第2弾。キャッチのオザワ（富
田克也）は、ヘタうって海外逃亡することに。ほと
ぼりが冷めるまでネタでも吸って……と考えるの
だが、やはり歴史はそれを許さなかった! いつし
かベトナムの戦場に迷い込んだ彼はバビロン
の銃を手にする。架空のロックと戦場を旅するポ
エティカルポエジー＝政治と詩。
―――――――――――――――――――――――

［インスタレーション］
開催期間中、劇場ロビー壁面に『海に面した四つ
の建物』を投影します。

海に面した四つの建物
監督＝フィリップ・ルイ｜フランス｜2012｜Digital｜47分

原子力発電所を捉えた据え置きカメラの映像
だけを用いて構成された驚くべき実験映画。雨
が降っては晴れ、鳥たちが通り過ぎる施設内の
光景。やがて白い防護服に身を包んだ顔のな
い作業員が訪れる。誰もが知る“あの場所”の
時間の厚みに触れるワープ体験。監督は、パリ
在住の映像作家フィリップ・ルイ。これまでマルセ
イユ国際映画祭、トリノ映画祭、ロッテルダム映
画祭などに招待される。本作は2012年のマル
セイユ国際映画祭で審査員特別賞を受賞。

｜ a ｜ e ｜ i ｜m

｜n

｜o

｜ j

｜ k

｜ l

｜ f

｜g

｜h

｜ c

｜d

｜b

Image.
Fukushima

IN 東京│オーディトリウム渋谷
2013.3.2 SAT―8 FRI映画と紡ぐ、春の七夜

八登 直紀


八登 直紀


八登 直紀


八登 直紀



